
 

図１ 作型適応処理の様子 
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３ 要旨 

トルコギキョウの秋出荷作型において、本葉２対葉程度まで育苗した苗を作型適応処理(20℃、

20 時間明期条件、３週間)することで、切り花長が増加し切り花品質が向上するが、20℃設定が

可能な育苗装置は一般的に普及していないため、処理条件の拡大が必要であった。 

そこで、一般的に利用されている農業用保冷庫等で設定可能な15℃での作型適応処理の効果

を調査し、20℃処理と同等以上の切り花品質向上効果が得られることを明らかにした。 

 

（１） 種子冷蔵後、本葉２対程度に育苗した苗を15℃に設定した保冷庫に入れ、20時間明期条件

で３週間処理する。照明は、昼白色蛍光灯型 LED を苗上約 30 ㎝から照射し、給水は液肥

（N濃度50ppm）の底面給水により管理した（図１）。 

（２） ７月中旬～８月上旬に定植する作型において、中生、中晩生品種を 15℃で作型適応処理す

ることで、20℃処理と同等以上に切り花長が増加した（図２）。 

（３） 15℃処理では、定植直後に葉焼けが生じる場合があるため、屋外の気温に応じて順化等を

行う。また、開花時期が20℃処理と比較して数日程度遅れる傾向がある（データ省略）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果を得た課題名 

（１） 研究期間 令和３～７年度 

（２） 研究課題名 花きの安定生産・計画出荷技術の実証〔農林水産分野の先端技術展開事業〕

「社会実装促進業務」(JPFR25060110) 

５ 主な参考文献・資料 

（１） トルコギキョウ作型適応苗の育成方法 農業総合センター p.2-13, 2021. 

図２ 作型適応処理温度による切り花長別割合の
違い（2025年 7月中旬定植「ハピネスホワイト」） 


